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原油続落 中国経済への不安続く 

16日のニューヨーク・マーカンタイル取引所（NYMEX）で原油先物相場は 3 日続落し

た。WTI（ウエスト・テキサス・インターミディエート）で期近の 8 月物は前日比 1.15

ドル（1.4%）安の 1 バレル 80.76 ドルで取引を終えた。中国経済の減速で同国の原油需要

が伸び悩むとの見方から売りが続いた。 

中国国家統計局が 15 日発表した 2024 年 4〜6 月の国内総生産（GDP）が市場予想を下回

る内容となり、中国経済の先行きへの不安が広がっている。アジアの取引時間帯に原油先

物の持ち高を減らす動きが目立った。ドルがユーロなど主要通貨に対して強含む場面で

は、ドル建てで取引される原油先物には割高感も意識された。 

原油先物は下げ幅を縮める場面があった。16日発表の 6 月の米小売売上高は前月比横ばい

と、ダウ・ジョーンズ通信がまとめた市場予想（0.4%減）を上回った。米国経済が底堅い

との受け止めにつながったことは、原油先物相場の支えだった。 

ニューヨーク金先物相場は続伸した。ニューヨーク商品取引所（COMEX）で取引の中心

である 8月物は前日比 38.9 ドル（1.6%）高の 1 トロイオンス 2467.8 ドルで取引を終え

た。一時 2471.6 ドルまで買われ、中心限月としておよそ 2カ月ぶりに最高値を更新し

た。米連邦準備理事会（FRB）が 9月に利下げを始めるとの観測が根強く、金利の付かな

い資産である金の先物の投資妙味が増すとの見方から買いが入った。 
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円相場、小幅安に転じる 158 円台半ば 中値「ド

ル買い」 

17日午前の東京外国為替市場で円相場は小幅安に転じた。10時時点は 1 ドル=158 円 52

〜53 銭と前日 17時時点と比べて 3 銭の円安・ドル高だった。その後 158 円 63 銭近辺ま

で売られる場面があった。10 時前の中値決済に向けては「ドル買いに傾いている」（国内

銀行の為替担当者）との声があり、実需の円売り・ドル買い観測が相場を押し下げた。 

円は対ユーロでは上げ幅を縮めた。10 時時点では 1 ユーロ=172 円 72〜75銭と同 3銭の

円高・ユーロ安だった。ユーロは対ドルで小幅安に転じ、10時時点では 1ユーロ=1.0896

〜97 ドルと同 0.0003 ドルのユーロ安・ドル高だった。 
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ENEOS、JAL 向けに海外の SAF を輸入販売 国内

元売り初 

ENEOS は 12日、日本航空（JAL）と再生航空燃料（SAF）の販売契約を結んだと発表し

た。海外から輸入し、ENEOS の拠点で貯蔵して空港まで運ぶ。国内の石油元売りとして

SAF を輸入し、国内で供給するのは初めてという。 

ENEOS が SAF を仕入れる企業名や国は明らかにしていない。販売量や価格も非開示とし

ている。輸入する SAF は廃食油由来で、ENEOSの鹿島製油所（茨城県神栖市）を貯蔵拠

点にして供給する。JALは既存のジェット燃料と混ぜて使う。 

ENEOS は石油精製を止めた和歌山製油所（和歌山県有田市）で、26年度に SAFの生産を

始める計画。海外からの輸入と合わせて供給量を確保する。 
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航空燃料確保へ官民行動計画案 

経済産業省と国土交通省は 16 日、国内の航空燃料不足の対策を議論する官民の協議体で

不足に対する行動計画案を示した。燃料の輸送の足を確保するほか、各空港ごとの需要量

を早めに共有して石油元売りに準備を促す。燃料の増産や輸入の拡大で供給力を底上げす

る。 

短期的には需要量の把握、供給力の確保、輸送体制の強化を進める。官民でタンクローリ

ーや内航タンカーを追加で確保して輸送体制を強化する。各地で製油所が閉鎖されてお

り、輸送の足の確保が重要になっている。 

輸入の拡大では、成田国際空港会社が航空燃料を伊藤忠商事を通じて初めて輸入した。短

期的な対策は 10月末以降の冬の航空会社の運航計画に向けて官民で取り組む。中長期的

には各地の製油所や空港の貯蔵タンクの増強や輸送する船舶の大型化も検討する。 
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5 月印刷・情報用紙国内出荷、9.8%減で 21 ヵ月連

続のマイナス 

日本製紙連合会が発表した 2024 年 5月の紙・板紙需給速報によると、紙・板紙の国内出

荷は前年同月比 1.8%減で 21 ヵ月連続のマイナスとなった。用途別では、グラフィック用

紙が 9.9%減で 28 ヵ月連続のマイナス、パッケージング用紙が 2.8%増で 20 ヵ月ぶりのプ

ラスとなっている。 

 印刷・情報用紙の国内出荷は前年同月比 9.8%減で 21 ヵ月連続のマイナス。その他の品

種では、新聞用紙が 10.5%減で 36ヵ月連続のマイナス、包装用紙が 2.3%減で 18 ヵ月連

続のマイナス、衛生用紙が 0.8%減で 4 ヵ月ぶりのマイナスとなった一方、段ボール原紙

が 2.8%増で 3 ヵ月ぶりのプラス、白板紙が 2.0%増で 2ヵ月連続のプラスとなっている。 
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週間原油コストの推移 
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